
こ
の
問
題
は
、
日
本
共
産
党
の

芝
和
也
議
員
が
昨
年
の
九
月
議
会

で
取
り
上
げ
、
以
後
、
十
一
月
の

臨
時
議
会
で
も
議
論
を
重
ね
、
予

算
化
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

感
染
す
る
と
耐
性
菌
の
急
激
な

増
加
で
治
療
が
困
難
を
極
め
、
最

悪
は
死
に
至
る
、
子
ど
も
の
細
菌

性
髄
膜
炎(

死
亡
率
五
％)

の
予
防

に
高
い
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種(

世
界
保

健
機
関
は
一
九
九
八
年
に
、
日
本

を
含
め
、
全
て
の
国
に
無
料
接
種

を
求
め
る
勧
告
を
実
施)

が
、
現

在
、
任
意
接
種
の
た
め
、
一
回
八

千
円(

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
四
回

の
接
種
が
必
要
な
た
め
三
万
円
を

超
え
る
費
用
を
伴
う)

程
度
の
費

用
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
、
子
育
て
世
代
の
負
担
を

抑
え
、
次
代
の
担
い
手
を
支
え
る

自
治
体
の
手
立
て
と
し
て
、
新
た

に
取
り
組
ま
れ
る
事
と
な
り
ま
し

た
。

２０１０年５月
発行 日本共産党川西支部
連絡先 43-2415
Ｅ-mail:info@k-shiba.jp
URL:http://www.k-shiba.jp

５
月
は
憲
法
記
念
日
、
子
ど

も
の
日
と
日
本
の
平
和
や
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
私

は
憲
法
９
条
と
日
本
の
平
和
を

守
ろ
う
と
街
頭
か
ら
心
を
込
め

て
訴
え
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
国
政
で
も
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。
日
本
共
産

党
と
太
田
あ
つ
し
へ
の
ご
支
援

心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
補
助

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

住
民
の
暮
ら
し
や
雇
用

を
守
る
点
か
ら
、

陳
情
の

趣
旨
に
応
じ
た
三
つ
の
意

見
書
を
議
決
し
、

議
会
の

意
思
を
示
し
ま
し
た
。

奈
良
県
農
民
連
か
ら
は
、

日
本
の
食
料
自
給
を
阻
ん

で
い
る
大
元
の
、

米
を
始

め
と
す
る
農
産
物
の
輸
入

自
由
化
を
取
り
や
め
て
、

農
家
の
経
営
と
安
全
で
安

心
の
出
来
る
豊
か
な
国
産

作
物
を
確
保
し
て
、
自
国

の
食
糧
は
国
内
で
し
っ
か

り
自
給
出
来
る
よ
う
、
道

筋
を
作
り
、
自
活
の
道
に

踏
み
出
せ
る
よ
う
、
食
料

主
権
を
確
保
す
る
方
向
で
、

日
米
の
二
国
間
交
渉
を
進

め
る
事
を
求
め
る
内
容
で

す
。国

民
共
通
の
切
実
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
年
金
問
題
に
関
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
た
老
後
を
送
る
べ

く
、
そ
の
頼
み
の
綱
と
し
て
い

る
年
金
制
度
を
拡
充
し
て
、

だ

れ
で
も
最
低
限
必
要
と
す
る
老
後

の
生
活
費
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に

制
度
的
な
保
証
を
確
立
し
、

安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る

事
を
求
め
る
内
容
で
す
。

現
在
各
地
で
活
動
し
て
い

る
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
で
働
く
者
の
労
働
条

件
な
ど
に
関
し
て
、
対
応
す

る
関
係
法
令
や
制
度
の
充
実

を
求
め
る
内
容
で
す
。

三
月
十
二
日
の
本
会
議
で

可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
関
係
閣
僚
へ
次
の
意

見
書
が
送
致
さ
れ
ま
し
た
。

・
『
E
P
A

・

F
T
A
推
進

路
線
の
見
直
し
を
求
め
、
日

米
F
T
A
の
推
進
に
反
対
す

る
意
見
書
』

・
『
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最

低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
に

関
す
る
意
見
書
』

・
『
共
同
労
働
の
共
同
組
合
法

(

仮
称)

の
速
や
か
な
る
制
定
を
求

め
る
意
見
書
』

意
見
書

三
本
可
決

奈
良
県
農
民
連

年
金
者
組
合

奈
良
県
本
部

日
本
労
働
者

協
同
組
合
連
合
会

出
席
議
員

全
員
一
致
で
可
決

芝
和
也
議
員
な
ど
が
求
め
、
昨
年
十
月
か
ら
拡
充
し
た
小
学
校
卒

業
ま
で
を
対
象
と
す
る
入
院
医
療
費
補
助
制
度
に
続
い
て
、
四
月
か

ら
子
ど
も
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
、
ヒ
ブ
菌
に
対

応
す
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
対
し
て
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。
生
後
二
カ
月
か
ら
四
歳
児
ま

で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
助
成
額
は
一
回
当
た
り
三
千
円
で
す
。

※
日
本
共
産
党
奈
良
県
青
年
学
生

部
長
・
参
議
院
奈
良
選
挙
区

◎
現
大
和
高
田
市
議
会
議
員



町
内
を
走
る
路
線
バ
ス
が
全
て

無
く
な
っ
て
以
来
、
町
の
新
た
な

課
題
と
し
て
住
民
の
移
動
手
段
確

保
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
買
い
物
や
病
院
通
い
で

は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
方
な
ど
、

特
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
深
刻

な
問
題
で
す
。

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
の
芝
和

也
議
員
は
、
一
般
質
問
を
通
じ
て

町
内
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
制
度
を
提

案
し
、
上
田
直
朗
町
長
と
も
議
論

を
重
ね
て
来
て
い
ま
す
。

昨
秋
に
は
、
同
町
長
も
一
緒
に

議
会
で
先
進
地
を
視
察
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
制
度
は
、
田
原
本

町
で
も
今
年
か
ら
三
年
の

予
定
で
試
行
さ
れ
る
見
通

し
で
す
。

川
西
町
で
も
ぜ
ひ
実
現

す
る
よ
う
取
り
組
み
を
強

め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の

お
知
恵
や
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

【
日
本
共
産
党
川
西
支
部
】

三
月
議
会
に
は
二
〇
の
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
芝
和
也
議

員
は
、
新
年
度
の
一
般
会
計
、
国

保
会
計
、
水
道
会
計
の
各
予
算
案

を
除
い
て
賛
成
。
同
議
員
以
外
は

全
員
が
全
て
の
議
案
に
賛
成
し
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
芝
和
也
議
員
は
一

般
会
計
で
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
補

助
な
ど
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価

し
た
上
で
、
高
齢
者
、
低
所
得
者
、

農
・
産
業
、
雇
用
と
経
済
対
策
な

ど
の
充
実
を
。
国
保
会
計
で
は
、

予
防
事
業
の
強
化
を
指
摘
し
、
運

営
の
改
善
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
会
計
で
は
、
住
民

の
料
金
二
重
負
担
が
あ
る
と
指
摘

し
、
そ
の
改
善
な
ど
を
求
め
、
こ

れ
ら
の
予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

景
気
の
活
性
化
へ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

子
宮
け
い
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
補
助
を

芝かずやと一緒に一歩でも二歩でも住みよい
川西町を築いていきましょう(^O^)／
皆さんと力を合わせて頑張ります。

川西民報(町政報告)や、赤旗号外(共産党のビラ)、
後援会ニュース等を各ご家庭のポストへ投函していた
だくご協力をお願いします。

どんな集まりでも結構です。場所や人数は問いませ
ん。議会報告並びに、町政に対するご要望等をお伺い
に参ります。

街頭演説時の宣伝カーのアナウンサー(原稿は用意し
てあります)です。カラオケが好きな方は向いていると
思います。何がしの共通部分があるようですよ。

ご自宅の外壁やフェンスなどへ、共産党の政策ポス
ターや演説会告知ポスター、赤旗写真ニュース等の掲
示にご協力ください。

日本共産党の芝和也議員は、今日の景気低迷の下、住民

の暮らしをいかに応援するのかが、自治体に問われている

問題で有り、その要は住民の懐を温め、景気を浮揚させる

事だとして、一般質問などで政策を提起しています。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、

各
地
の
自
治
体
で
は
そ
の
具
体

化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
国
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
採
り
入

れ
ら
れ
、
県
で
も
こ
れ
に
呼
応

し
た
施
策
が
始
ま
り
ま
す
。
町

と
し
て
も
連
携
し
て
一
定
の
補

助
制
度
を
設
け
、
消
費
者
と
施

工
業
者
の
双
方
が
潤
う
景
気
対

策
が
必
要
で
す
。
経
済
効
果
は
、

投
資
額
の
二
〇
倍
か
ら
三
〇
倍

が
各
地
の
実
績
で
す
。

今
議
会
の
一
般
質
問
で
、
同

取
り
組
み
を
芝
和
也
議
員
が
求

め
た
の
に
対
し
て
、
上
田
直
朗

町
長
は
、
広
く
、
県
や
国
で
の

取
り
組
み
を
臨
む
と
し
ま
し
た
。

川 西 民 報

サポーター募っています！

高
騰
す
る
町
の
医
療
費
抑
制

と
住
民
の
健
康
増
進
に
は
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

役
立
つ
、
予
防
保
健
事
業
の
強

化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
末
、
子

宮
け
い
ガ
ン
の
ワ
ク
チ
ン
が
認

可
さ
れ
ま
し
た
。
同
ガ
ン
は
、

現
在
、
唯
一
予
防
可
能
な
ガ
ン

で
す
が
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
同
様

に
任
意
接
種
の
た
め
、
接
種
率

が
低
い
の
が
実
態
で
す
。

芝
和
也
議
員
が
、
同
ワ
ク
チ

ン
へ
の
町
の
補
助
制
度
創
設
を

今
回
の
一
般
質
問
で
求
め
ま
し

た
。
上
田
直
朗
町
長
は
、
検
診

の
周
知
に
努
め
受
診
率
の
向
上

か
ら
始
め
た
い
と
し
ま
し
た
。℡ 0745-43-2415 メール info＠k-shiba.jp

何れかでもご協力いただけましたら、ご連絡
ください。 町会議員 芝 和也

配布するニュースを折り曲げたり、二種類以上のビ
ラを組み合わせたり、仕分け作業などを手伝って下さ
い。

川
西
町
で
平
和
の
集
い

七
月
三
十
一
日
お
昼
二
時
か
ら
、

け
や
き
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。

当
日
は
、
関
西
芸
術
座
の
小
笠
原

町
子
さ
ん
の
語
り
と
一
人
芝
居
。
沖

縄
を
テ
ー
マ
に
し
た
平
和
パ
ネ
ル
の

展
示
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

集
い
は
今
年
で
十
六
回
目
で
、
川

西
町
や
磯
城
郡
の
各
町
、
同
教
育
委

員
会
と
奈
良
新
聞
社
を
は
じ
め
、
主

要
全
国
紙
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

参
加
費
は
五
百
円
で
、
実
行
委
員

会
で
は
、
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
芝
和
也
議
員
ま

で
。

民
間
団
体
で
あ
る
部
落
解

放
同
盟
へ
の
補
助
金
が
新
年

度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
議
会
で
は
、
芝
和

也
議
員
が
初
当
選
以
来
一
貫

し
て
制
度
の
廃
止
を
一
人
求

め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
審
議
で

上
田
直
朗
町
長
は
、
二
十
一

年
度
を
最
終
年
度
と
し
て
廃

止
す
る
旨
、
年
次
計
画
を
発

表
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
計
画
通
り
に

廃
止
さ
れ
た
も
の
で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
走
ら
せ
よ
う

三
月
定
例
議
会

解
放
同
盟
補
助
金

つ
い
に
廃
止


